
平成19年12月25日　　天候：晴れ 球場： 重新棒球場
第１試合目
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日　本 0 0 0 1 2 0 1
台　湾 0 0 1 0 0 0 0

バッテリー (先攻) 川上、○今田ー渡辺、山田
(後攻) ●黄、閥、全ー周、黄

本塁打： 三塁打： 久保田（埼玉）
二塁打：

出場選手

≪寸　評≫

伊　藤

捕

AA日本・台湾親善KB野球大会
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台湾は単独チームながら、個々の能力がとても高く苦しい戦いを強いられた。

山崎の四球からつくった無死２、３塁のチャンスに久保田が右中間を破る三塁打で逆転に

ようやく雨も上がり迎えた初戦は、台湾きっての強豪「汐止國中」と対戦。立ち上がりに

攻めたものの相手投手の好守に得点を阻まれ、バッテリーエラーから先制を許す。

日本は相手投手の長身から投げ下ろす速球と縦の変化球のコンビネーションに苦しんだ

ものの、待球作戦から４回ようやく押し出しを誘い出し同点に。５回には、田口の内野安打、

成功。投げては、４回から救援した今田が以降、無安打に封じ第１戦の勝利をものにした。
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